
 

 

 

「はたらくとは 夢を追うこと」 

    -草むらの会の歴史とこれから-   

講師 風間美代子氏 

      

        

 

1997年多摩での家族会から始まり、障害や生きづらさを抱えた当事者が必要とするもの考え

ながら多摩の地域を耕してきたその歴史とこれからを代表の風間美代子さんに語って頂きます。 

草むらの会は精神科医中井久夫先生が自著の中で「心の病」を抱えた人への支援について野

うさぎに必要な「草むら」の名前を取って事業を進めています。障害があっても依存することなく

誰かの役に立ちたいと考える利用者の思いを汲みながらこの 30年歩んできました。就労継続支

援、相談支援、就労移行支援、自立生活支援、農福連携の事業を確実に進め、稲城からも多くの

方が利用されています。当事者の視点で地域を耕すことの大切さと「共に生きる」ことの意味を多

くの市民と一緒に考えていきたいと思います 

 

  ◇稲穂会も小さな歩みを重ねて今年で 30周年を迎えることができました！ 

 

日時：2025年 11月 21日（金）PM1：30～3：30（会場 1：15～） 

会場： 稲城市地域振興プラザ 4階 大会議室（定員 60名） 

    （京王線稲城駅より徒歩 10分/南武線稲城長沼駅より徒歩 15分） 

★申し込み不要 参加費無料 会場に直接ご来場ください。 

＜主催＞ 稲城市精神障がい者家族会・稲穂会 

＜後援＞ 稲城市 稲城市社会福祉協議会 

問い合わせ☎090-9243-2644（高野） 

     ☎080-4370-3516（丹治） 

 

 

稲穂会３０周年記念 公開講演会 

 

 

 

・ＮＰＯ法人多摩草むらの会代表理事 

・社会福祉法人 草むら理事長 


